
 

 
 

ＳＤＧｓ経営／ＥＳＧ投資研究会について 

 

２０１８年１１月 

経済産業省 

１．背景 

２００６年に国連が責任投資原則を定めて以降、持続可能性を重視するＥＳＧ投資は

急速な拡大を見せている。そのような中、２０１５年の国連サミットにおいて、グロー

バルな社会課題を解決し持続可能な世界を実現するための国際目標であるＳＤＧｓ（持

続可能な開発目標：Sustainable Development Goals）が採択された。 

今や世界中の企業がＳＤＧｓを経営の中に取り込むことでＥＳＧ投資を呼び込もう

と力を注いでおり、日本においても、ＳＤＧｓと経営を結び付けることで企業価値を高

めるべく先鋭的な取組を進めている大企業・ベンチャー企業も多くみられる。 

政府においても、このような流れを踏まえ、本年６月にＳＤＧｓ推進本部がとりまと

めた「拡大版ＳＤＧｓアクションプラン２０１８」の中で、「ＳＤＧｓ経営推進イニシア

ティブ」を進め、企業等の経営戦略へのＳＤＧｓの組込みを推進することとしている。 

２．本研究会の目的 

本研究会においては、国内外のＳＤＧｓ経営の成功事例に焦点を当てつつ、如何にし

て企業がＳＤＧｓを経営に取り込んでいくか、また、投資家はどういった観点からそう

いった取組を評価するのか等について議論を深める。これにより、企業が持続的に企業

価値を向上させ、そのような企業への投資が中長期的に収益を生み出す循環をさらに後

押ししていく。また、日本が議長を務める来年のＧ２０等も見据えつつ、本研究会の成

果を国際的に発信していくことも目指す。 

３．スケジュール（予定） 

【第１回】 １１月２６日(月) 「ＳＤＧｓ経営／ＥＳＧ投資の現状と課題」 

【第２回】 １２月１９日(水) 「イノベーション経営」 

【第３回】  １月２２日(火) 「環境・エネルギー」 

【第４回】  ２月１８日(月) 「ダイバーシティ、人材等」 

【第５回】  ３月２０日(水) 「国際的なメッセージ発信」等 

 ※委員による率直かつ自由な意見交換を確保するため、本研究会は非公開とするが、

資料及び議事概要を会議前後に公表する予定。 

４．メンバー 

事業会社のＣＥＯ、大学の長、機関投資家の投資責任者等をメンバーとし、関係省庁・

関係機関がオブザーバーとして参加。 

５．事務局 

経済産業省 経済産業政策局 産業資金課 
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